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第三章 プロスタグランジン E1メチルエステルの 3 ポット合成 























































PGE1 methyl ester (8)
15
3-reaction one-pot, 81%















エノン体 11 を 
合成した。続く 3 段階の官能基変換を行ってジオール 12 を合成した後、塩基を用いた分子内 SNAr
反応によりベンゾフラン環 13 を高収率で得た。次に鈴木・宮浦カップリングにより芳香環上に側
鎖を導入した後、下側側鎖の導入を行ってベラプロストメチルエステル体 15 の光学活性体を 12
段階で合成した。 
































































































































































 第五章では、第三章で見出した新規変換反応のメカニズム解析を行った。同位体 18 酸素標識実
験、ラジカルクロック実験、陰イオンの定量、中間体の分子内捕捉実験を行うことで、酸素が関
与する反応機構を明らかにしている。さらに基質一般性の検討を行い、様々な置換基を有するニ
トロアルケン及びニトロアルカンの、対応するエノン及びケトンへの変換について記述している。 
 第六章では、第二章から第五章までの研究成果の総括について記述している。 
 以上、本研究は有機合成化学の分野に画期的な貢献をするものであり、自立して研究活動を行
うに必要な研究能力と学識を有していることを示している。したがって、梅宮茂伸提出の論文は、
博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
